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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 12,371 8.3 255 40.6 281 21.9 1 △98.0

22年３月期第１四半期 11,418 △23.5 181 △64.0 231 △40.5 93 △44.4

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 0 14 0 14

22年３月期第１四半期 6 94 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 43,373 10,131 19.2 623 26

22年３月期 41,058 10,166 20.7 634 83

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 8,347百万円 22年３月期 8,502百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 2 50 － 2 50 5 00

23年３月期 －

23年３月期(予想) 2 50 － 2 50 5 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 21,610 △3.6 390 87.3 260 0.3 10 △90.2 0 75

通期 47,170 △0.4 1,470 173.5 1,200 106.2 440 254.4 32 85



  

 

 
   （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計

処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P4.「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変動に伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

   （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 13,581,860株 22年３月期 13,581,860株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 189,400株 22年３月期 187,720株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 13,393,984株 22年３月期１Ｑ 13,394,140株

(注意事項)
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、在庫調整の進展やアジアを中心とする海外の景気回
復を背景とした生産の増加などにより、回復基調が鮮明になりつつある一方で、欧州を中心とした財政不
安による景気の下振れ懸念や金融資本市場の不安定な動き及びデフレの影響など、景気を下押しするリス
クが存在しており、依然として先行きが不透明な状況で推移しました。 
 当業界におきましても、個人消費の持ち直しによる当社顧客の生産活動が緩やかに回復する一方で、原
油、ナフサ価格の再上昇および為替変動の懸念材料もあり、引き続き厳しい事業環境となりました。 
 このような状況下において、当第１四半期連結会計期間の売上高は、12,371,099千円（前年同期比
8.3％増）となりました。また、損益面では徹底した総原価低減活動の実施により、経常利益は281,965千
円（前年同期比21.9％増）となったものの、特別損失計上の影響により、税金等調整前四半期純利益は
134,597千円（前年同期比23.5％減）、四半期純利益は1,897千円（前年同期比98.0％減）となりました。

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。  
① 成形品事業  

 車両分野は、海外市場（アセアン地域、中国）において景気回復による需要が拡大しており、国内市場
においては二輪部品事業では引き続き中・大型バイクの受注数量の伸び悩みがあるものの、四輪部品事業
では景気回復基調に支えられ堅調に推移しており、前年同期比増収となりました。また、ＯＡ分野におい
ても、海外市場においてパソコン筐体部品等の受注数量の増加により、前年同期比増収となりました。し
かし、通信機器分野においては、国内外での加飾、高剛性および防水対応技術による積極的な営業展開を
実施したものの、市場における販売台数減少に伴う受注数量の減少などにより、前年同期比減収となりま
した。 
 その結果、当事業区分の売上高は12,103,425千円（前年同期比8.8%増）、営業利益は223,265千円（前
年同期比48.1％増）となりました。 
② その他の事業  

 その他の事業では、移動通信機器の販売等を中心に積極的な事業展開を行ったものの、売上高は
267,673千円（前年同期比8.1％減）となりましたが、営業利益は31,058千円（前年同期比4.0％増）とな
りました。 

  

なお、参考までに記載すると所在地別セグメントは次のとおりであります。 
① 日本  

 成形品事業、特に車両部品等の受注数量の増加により、売上高は9,449,931千円（前年同期比0.4％増）
となりましたが、営業利益は118,629千円（前年同期比39.9％減）となりました。 
② 中国  

 パソコン筐体部品等の受注数量の増加により、売上高は1,436,411千円（前年同期比43.6％増）となり
ましたが、一時的な開発費用の発生により営業損失は31,884千円（前年同期比0.4％減）の計上となりま
した。  
③ 東南アジア  

 インドネシアにおける車両部品等の受注数量の増加により、売上高は1,484,756千円（前年同期比
47.4％増）、営業利益は152,087千円（前年同期比519.1％増）となりました。  

  

① 流動資産  
 当第１四半期連結会計期間末における流動資産合計は、21,481,469千円となり、前連結会計年度末と比
べ2,616,946千円増加しました。これは未収入金の増加（1,284,606千円増）が主な要因であります。 
② 固定資産  

 当第１四半期連結会計期間末における固定資産合計は、21,892,376千円となり、前連結会計年度末と比
べ301,240千円減少しました。これは投資有価証券の減少（209,839千円減）が主な要因であります。  
③ 流動負債  

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債合計は、20,971,688千円となり、前連結会計年度末と比
べ2,308,046千円増加しました。これは短期借入金の増加（1,087,935千円増）が主な要因であります。  
④ 固定負債  

 当第１四半期連結会計期間末における固定負債合計は、12,270,300千円となり、前連結会計年度末と比
べ42,559千円増加しました。これは長期借入金の増加（118,193千円増）が主な要因であります。 
⑤ 純資産  

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、10,131,857千円となり、前連結会計年度末と比べ
34,900千円減少しました。これはその他有価証券評価差額金の減少（131,551千円減）が主な要因であり
ます。  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

㈱タカギセイコー (4242) 平成23年３月期 第１四半期決算短信

－2－



資本の財源及び資金の流動性についての分析  
 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第１四半期
連結会計期間末と比較して360,887千円減少し、2,069,216千円（前年同期比14.9％減）となりました。 
①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動により使用した資金は443,800千円（前年同期は得られた資金674,696千円）となりました。増
加要因は主に、仕入債務の増加額1,127,955千円によるものです。減少要因は主に、売上債権の増加額
701,341千円、たな卸資産の増加額447,427千円等によるものです。  
②投資活動によるキャッシュ・フロー  

 投資活動により使用した資金は527,886千円（前年同期比46.1％減）となりました。これは主に、有形
固定資産の取得による支出444,583千円によるものです。  
③財務活動によるキャッシュ・フロー  

 財務活動により得られた資金は789,414千円（前年同期は使用した資金28,075千円）となりました。増
加要因は短期借入金の純増減額1,066,401千円、長期借入れによる収入1,047,092千円、減少要因は主に、
長期借入金の返済による支出876,484千円、リース債務の返済による支出433,488千円等によるものです。

  

今後の業績予想につきましては、平成22年５月14日発表の業績予想から変更はありません。今後、何ら
かの変化がある場合には、適切に開示してまいります。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①原価差異の配賦方法  
 予定価格等を適用しているために原価差異が生じた場合、当該原価差異の棚卸資産と売上原価への配
賦を、年度決算と比較して簡便的に事業種類別の区分により実施する方法によっております。  
  ②固定資産の減価償却費の算定方法  
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。  
  ③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異
等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測
やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  
  ④税金費用の計算  
 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引
前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税
率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方
法によっております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  
  ⑤経過勘定項目の算定方法  
 固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的な算定方法による概算
額で計上する方法によっております。  
  ⑥未実現損益の消去  
 四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積
って計算しております。  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要
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当社は、平成22年５月14日開催の取締役会において、当社の平成22年６月25日開催の定時株主総会の
承認のもと、平成22年10月１日を期して、当社の100％子会社である明和アペックス株式会社（以下、
「明和アペックス」といいます。）を吸収合併（以下、「本合併」といいます。）することを決定いた
しました。 
 ①合併の目的 
 明和アペックスは、当社の100％子会社であり、同社のほとんどの販売先が当社である状況を鑑み、
今般、業務の効率的な運営を図り、収益構造の強化を図ることを目的として、当社を存続会社として本
合併を実施することと致しました。 
 ②合併の要旨 
  イ．合併の日程 
       合併決議取締役会        平成22年５月14日 
       合併契約締結          平成22年５月14日 
       合併承認株主総会         平成22年６月25日 
       合併の予定日（効力発生日） 平成22年10月１日 
 ※明和アペックスは、会社法第784条第１項の定めにより、本合併契約につき株主総会の承認を得ずに
本合併を行います。 
  ロ．合併の方式 
 当社を存続会社とし、明和アペックスを消滅会社とする吸収合併方式です。明和アペックスは解散し
ます。 
  ハ．合併に係る割当ての内容等 
 明和アペックスは、当社の完全子会社であるため、本合併による新株式の発行及び資本金の増加はあ
りません。 
  ニ．消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 
 消滅会社である明和アペックスは、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。
  ホ．会計処理の概要 
 「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び事
業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会 平成20年12月26日 企業会計基準適用指
針第10号）に基づき、共通支配下の取引として会計処理を適用いたします。 
 ③合併する相手会社の概要（平成22年３月31日現在） 
 イ．名称    ：明和アペックス株式会社 
 ロ．主要事業内容：プラスチック製品の製造、販売 
 ハ．資本金   ： 300百万円 
 ニ．純資産   ： 378百万円 
 ホ．総資産   ：2,052百万円 

  

「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月
10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平
成20年３月10日）を適用しております。 
 これにより、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 
  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20
年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成
20年３月31日）を適用しております。 
 これにより、営業利益、経常利益が102千円、税金等調整前四半期純利益は11,406千円減少しており
ます。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は13,115千円であります。 
  

  

(3) 追加情報

(4) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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「企業結合に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12
月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究
開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に
関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会
計基準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」
（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(5) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,295,949 2,472,360

受取手形及び売掛金 8,798,287 8,067,630

商品 25,170 25,632

製品 89,982 379,391

原材料 1,121,215 953,403

仕掛品 3,908,625 3,279,332

貯蔵品 153,554 200,713

繰延税金資産 351,500 323,497

未収入金 3,931,422 2,646,816

その他 806,928 516,911

貸倒引当金 △1,166 △1,166

流動資産合計 21,481,469 18,864,523

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,839,592 4,904,855

機械装置及び運搬具（純額） 4,859,677 4,990,766

土地 5,358,969 5,358,969

建設仮勘定 292,583 122,369

その他（純額） 2,021,854 2,040,004

有形固定資産合計 17,372,675 17,416,965

無形固定資産

ソフトウエア 179,529 196,360

のれん 137,791 141,839

その他 147,738 146,990

無形固定資産合計 465,058 485,190

投資その他の資産

投資有価証券 1,362,255 1,572,094

出資金 137,066 139,357

繰延税金資産 1,876,427 1,808,341

その他 778,723 807,897

貸倒引当金 △99,830 △36,230

投資その他の資産合計 4,054,642 4,291,461

固定資産合計 21,892,376 22,193,617

資産合計 43,373,846 41,058,140
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,620,282 10,467,176

短期借入金 2,758,430 1,670,495

1年内返済予定の長期借入金 3,247,109 3,189,242

未払法人税等 83,554 89,102

賞与引当金 169,673 417,793

役員賞与引当金 － 10,989

その他 3,092,637 2,818,842

流動負債合計 20,971,688 18,663,642

固定負債

長期借入金 7,322,265 7,204,071

退職給付引当金 4,363,547 4,335,693

役員退職慰労引当金 145,285 185,390

資産除去債務 13,289 －

その他 425,913 502,584

固定負債合計 12,270,300 12,227,740

負債合計 33,241,988 30,891,382

純資産の部

株主資本

資本金 2,080,955 2,080,955

資本剰余金 1,767,387 1,767,387

利益剰余金 4,819,546 4,851,135

自己株式 △46,058 △45,413

株主資本合計 8,621,830 8,654,063

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △75,039 56,512

為替換算調整勘定 △199,762 △207,595

評価・換算差額等合計 △274,801 △151,083

新株予約権 11,079 9,124

少数株主持分 1,773,748 1,654,652

純資産合計 10,131,857 10,166,758

負債純資産合計 43,373,846 41,058,140
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 11,418,491 12,371,099

売上原価 10,087,301 10,852,264

売上総利益 1,331,189 1,518,835

販売費及び一般管理費 1,149,844 1,263,807

営業利益 181,344 255,028

営業外収益

受取利息 2,527 4,603

受取配当金 14,663 14,858

為替差益 8,934 21,150

作業屑売却収入 8,420 19,346

助成金収入 92,143 40,416

その他 25,944 24,973

営業外収益合計 152,633 125,349

営業外費用

支払利息 81,795 71,324

その他 20,912 27,086

営業外費用合計 102,707 98,411

経常利益 231,271 281,965

特別利益

固定資産売却益 702 554

投資有価証券売却益 － 5

特別利益合計 702 560

特別損失

固定資産売却損 1,151 86

固定資産除却損 54,954 50,122

ゴルフ会員権評価損 － 19,142

持分変動損失 － 3,672

貸倒引当金繰入額 － 63,600

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,303

特別損失合計 56,106 147,928

税金等調整前四半期純利益 175,867 134,597

法人税等 112,417 61,348

少数株主損益調整前四半期純利益 － 73,248

少数株主利益又は少数株主損失（△） △29,572 71,351

四半期純利益 93,022 1,897
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 175,867 134,597

減価償却費 707,551 828,139

賞与引当金の増減額（△は減少） △390,012 △248,793

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,919 △10,989

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35,951 26,111

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,634 △40,105

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 63,600

受取利息及び受取配当金 △17,190 △19,462

支払利息 81,795 71,324

為替差損益（△は益） △33,889 △29,310

持分法による投資損益（△は益） △6,346 6,166

投資有価証券売却損益（△は益） － △5

有形固定資産売却損益（△は益） 448 △467

ゴルフ会員権評価損 － 19,142

有形固定資産除却損 54,954 50,122

売上債権の増減額（△は増加） 188,584 △701,341

たな卸資産の増減額（△は増加） △440,631 △447,427

仕入債務の増減額（△は減少） △328,277 1,127,955

その他 813,347 △1,131,911

小計 839,869 △302,654

利息及び配当金の受取額 17,190 19,462

利息の支払額 △77,104 △75,652

法人税等の支払額 △105,260 △84,956

営業活動によるキャッシュ・フロー 674,696 △443,800

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,000 △2,000

定期預金の払戻による収入 14,000 17,200

有形固定資産の取得による支出 △1,012,503 △444,583

有形固定資産の売却による収入 15,393 1,537

無形固定資産の取得による支出 △12,914 △1,738

投資有価証券の取得による支出 △15,500 △26,105

投資有価証券の売却による収入 － 27

短期貸付金の増減額（△は増加） － △129,200

その他 36,887 56,977

投資活動によるキャッシュ・フロー △980,637 △527,886
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 914,120 1,066,401

長期借入れによる収入 － 1,047,092

長期借入金の返済による支出 △698,267 △876,484

リース債務の返済による支出 △194,292 △433,488

自己株式の取得による支出 － △645

配当金の支払額 △20,091 △33,485

少数株主への配当金の支払額 △25,566 △19,765

少数株主からの払込みによる収入 － 39,789

その他 △3,977 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △28,075 789,414

現金及び現金同等物に係る換算差額 79,672 12,923

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △254,343 △169,348

現金及び現金同等物の期首残高 2,684,447 2,238,564

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,430,103 2,069,216
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 
前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 
（注）１．事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

 ２．各事業の主な製品 

   (1)成形品事業 …車両（二輪・四輪）、建機等の車両機器部品  

          プリンター、複写機等のＯＡ機器部品       

          携帯電話筐体部品  

      (2)その他の事業…携帯電話を中心とする通信機器端末の販売、不動産賃貸  

          損害保険の販売代理及び人材派遣業等  

  

【所在地別セグメント情報】 
前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 
（注）１．国又は地域は、地理的近接度によっております。 

 ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   (1)中国…中華人民共和国、香港 

      (2)東南アジア…インドネシア、タイ 

  

【海外売上高】 
前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 
（注）１．国又は地域は、地理的近接度によっております。 

 ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   (1)中国…中華人民共和国、香港他 

      (2)欧米…米国、アイルランド、スペイン、フィンランド他 

      (3)東南アジア…インドネシア、タイ他 

 ３. 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

成形品事業
（千円）

その他の事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 11,127,144 291,346 11,418,491 － 11,418,491

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

12,297 22,325 34,622 (34,622) －

計 11,139,442 313,671 11,453,114 (34,622) 11,418,491

営業利益 150,764 29,876 180,641 703 181,344

日本 
（千円）

中国
（千円）

東南アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 9,410,950 1,000,101 1,007,439 11,418,491 - 11,418,491

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

135,894 126,397 999 263,292 (263,292) -

計 9,546,845 1,126,498 1,008,439 11,681,783 (263,292) 11,418,491

営業利益又は損失（損失は△） 197,312 △32,017 24,566 189,861 (8,516) 181,344

中国 欧米 東南アジア 計

Ⅰ 海外売上高（千円） 523,619 2,142 1,113,626 1,639,389

Ⅱ 連結売上高（千円） － － － 11,418,491

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合（％）

4.6 0.0 9.8 14.4
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【セグメント情報】 

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社グループのセグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

 当社グループは、本社に製品本部、管理本部、品質保証本部を置き、取り扱う製品・サービスに

ついて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、製品、サービスの内容及び顧客の種類等により、「成形品事

業」、「その他の事業」の２つを報告セグメントとしております。各報告セグメントに属する主要

な製品は次のとおりであります。 

  成形品事業 ・・・車両（二輪・四輪）、建機等の車両機器部品 

            プリンター、複写機等のＯＡ機器部品 

            携帯電話筐体部品 

  その他の事業・・・携帯電話を中心とする通信機器端末の販売、不動産賃貸、 

           損害保険の販売代理及び人材派遣業等 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 
  

なお、参考までに記載すると所在地別セグメントにおいては次のようになります。 

報告セグメント
合計

（千円）成形品事業
（千円）

その他
（千円)

売上高

 外部顧客への売上高 12,103,425  267,673  12,371,099 

 セグメント間の内部売上高又は振替高 9,776  18,257 28,033 

計 12,113,201  285,930 12,399,132 

セグメント利益 223,265  31,058  254,323 

日本 
（千円）

中国
（千円）

東南アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高

 外部顧客に対する売上高 9,449,931 1,436,411 1,484,756 12,371,099 - 12,371,099

 セグメント間の内部売上高又は
振替高

68,477 286,441 1,693 356,612 (356,612) -

計 9,518,409 1,722,853 1,486,450 12,727,712 (356,612) 12,371,099

セグメント利益又は損失 
（損失は△）

118,629 △31,884 152,087 238,831 16,196 255,028
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容 

（差異調整に関する事項） 

 
  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

利益 金額 （千円）

報告セグメント計 254,323

セグメント間取引消去 705 

四半期連結損益計算書の営業利益 255,028 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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